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2018年３月14日（水曜）

全労金2018春季生活闘争ニュース・第10号

沖縄・セントラル労組の要求概要と

交渉担当者の決意を紹介します！

◎沖縄・セントラル労組の要求概要

《沖縄労組・内間 陽大副委員長の決意》

沖縄労金労組は、今春闘の要求として、次の５項目を要求します。①「最低賃金の

引き上げ」、②嘱託等職員の「基本賃金の改善」、③「年間一時金」、④嘱託等職員を利

用対象者に追加することを含めた「職員貸出制度の見直し」、⑤嘱託等職員の「継続雇

用制度化」であり、いずれも組合員の声や、全労金運動を踏まえ厳選した内容です。

沖縄県においては、非正規雇用労働者が全体の４割を超え、金庫においても雇用の

流動化に対する人財の確保が重要となっています。今春闘の要求は、金庫で働くすべ

ての仲間が安心して働き続けることができる職場づくりに向けた要求であり、そのよ

うな職場環境の構築に不可欠なものだと考えます。

金庫との交渉の際には、組合員一人ひとりの思いをしっかりと伝え、すべての要求
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を勝ち取れるように最後まで粘り強く闘います。全国の組合員のみなさんと共にある

からこそ闘えます。「思いは一つ！」、共にがんばりましょう！

《沖縄労組・団体交渉の様子》 《沖縄労組・交渉メンバー》

《セントラル労組・滝 康之書記長の決意》

セントラル労組は、誰もが時給 1,000円となるよう、基本賃金引き上げの要求に加

えて、2018年度から始まる新中期経営計画のもと、中央機関の職員一人ひとりが能力

や役割を発揮し、厳しい環境を乗り越えるための期待として、昨年同水準の一時金を

要求しました。また、ワークライフバランスの実現に向けて、特に仕事と育児・介護

の両立支援につながるよう、直近では、育児による短時間勤務制度を小学３年生まで

の適用拡大、積立休暇制度、ジョブリターン制度を導入しました。この間の制度導入

を踏まえ、単組独自要求として、育児・介護諸制度を利用しやすい職場づくりに向け

た交渉を進めます。

ろうきん理念・ビジョンを実践していくには、すべての役職員の「力」の結集・協

働により、互いに協力しながら役割発揮していくことが重要であると考えます。その

ためにも要求実現に向けて、全組合員の力を結集し、一丸となって最後まで闘い抜き

ましょう！

《セントラル労組・団体交渉の様子》 《セントラル労組・交渉メンバー》

※ 次号は３月15日（木）に配信予定です。
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